
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
運
営
は
「
経
営
委

員
会
」
に
置
か
れ
て
い
る
。

経
営
委
員
会
が
「
監
査
委
員
会
」

の
委
員
お
よ
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
、

副
会
長
を
含
む
「
理
事
会
」
理

事
の
人
事
権
を
握
っ
て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
経
営
委
員
会

委
員
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
決
め

る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

「
放
送
法
」
の
条
文
で
は
、

第
三
十
一
条
に
「
両
議
院
の
同

意
を
得
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が

任
命
」
と
の
定
め
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
完
全
に

内
閣
総
理
大
臣
の
人
事
権
の
下

に
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

し
た
が
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
政
治

権
力
に
対
し
て
、
批
判
精
神
を

発
揮
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り

不
可
能
な
の
で
す
。

「
放
送
法
」
は
、
第
一
条
第
二

項
で
、
「
放
送
の
不
偏
不
党
、

真
実
及
び
自
律
を
保
障
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
、
放
送
に
よ
る
表

現
の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
」

と
の
条
文
を
持
つ
、
ま
た
、
放

送
番
組
の
編
集
に
つ
い
て
、
第

四
条
に
、
政
治
的
に
公
平
で
あ

る
こ
と
。

四
、
意
見
が
対
立
し

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
角
度
か
ら
論

点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

と
の
定
め
を
置
い
て
い
る
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
人
事
権
を
含
め
て
、

完
全
に
内
閣
総
理
大
臣
の
指
揮

下
に
置
か
れ
て
い
る
以
上
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
政
治
権
力
を
中
立
、
公

正
の
立
場
か
ら
批
判
す
る
こ
と

は
、
そ
も
そ
も
不
可
能
な
の
で

あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
事
業
を
支
え
て

い
る
の
は
、
市
民
の
放
送
受
信

料
な
の
で
す
が
・
・
。
い
か
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
や
教
養
、
娯

楽
番
組
が
他
局
に
才
出
て
い
て

も
、
編
集
が
公
正
公
平
と
は
限

ら
な
い
の
で
す
。

魂
を
売
り
渡
し
た
報
道
機
関

は
、
こ
れ
か
ら
も
国
策
（
対
米

追
随
）
を
続
け
る
限
り
日
本
は

「
敗
戦
」
を
重
ね
て
い
く
の
で

す
。

日
本
に
於

け
る
農
村

部
の
最
後

の
共
同
体
、

「
農
協
」

の
解
体
、

第
一
の
目
標
が
農
業
と
食
料
、

外
資
に
宅
地
も
山
林
も
取
得
制

限
は
な
い
。
残
る
聖
域
は
農
地

法
で
い
う
農
地
だ
け
で
あ
る
。

第
二
の
目
標
は
、
医
療
と
薬
品
。

保
険
診
療
と
保
険
外
診
療
の
明

確
化
と
混
合
診
療
。
未
承
認
薬

に
保
険
が
効
か
な
い
。
健
保
の

解
体
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
米
国
が
最
初
か
ら

狙
っ
て
い
る
の
は
日
本
国
民
の

金
融
資
産
で
す
。
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幸
せ
は
空
の
上
。

時
代
の
風
は
・・・。

追
い
風
、
向
い
風
、
横
風
、
揚
げ
風
、

下
げ
風
。

希
望
や
夢
が
見
え
な
い
社
会
だ
。

風
も
見
え
な
い
。

行
く
先
も
見
え
な
い
。

風
に
は
国
境
が
な
い
。

だ
か
ら
流
れ
は
わ
か
る
。

ど
こ
へ流
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

風
ま
か
せ
だ
。

神
話
と
権
力
の
嘘
に
騙
さ
れ
る
体

質
は
、
戦
後
の
白
人
支
配
に
ま
み

れ
た
卑
し
さ
と
同
質
で
し
ょ
う
。

唯
一
、
先
進
国
で
四
季
が
鮮
や
か

な
国
で
育
ま
れ
た
国
民
を
、
戦
後
の

支
配
者
が
蹂
躙
し
た
。

今
日
も
現
政
権
を
含
め
、
提
灯
を

か
ざ
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

未
来
に
希
望
が
薄
い
の
は
、
早
く
基

本
Ｏ
Ｓ
（
憲
法
）
を
変
え
ね
ば
な
ら

な
い
。

真
の
復
興
は
、
支
配
者
か
ら
の
独

立
だ
。


